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「新たなジョブローテーション」施策運用に関する一関運輸区分会見解 

 

 ＪＲ東労組本部は、２０１９年８月に｢変革２０２７を踏まえた新たなジョブローテーションの
実施について｣及び｢賃金制度等の改正について｣の議事録確認を締結し妥結しました。また、盛岡
地本では２０２０年３月に「運用場面に関する申入れ」を地方交渉の上、妥結しました。 

 ＪＲ東労組は施策提案以降、安全レベルの向上と時代の変化を捉え、組合員の雇用と利益を守
るために施策に向き合ってきました。そして現場組合員の声を基に練り上げた要求を掲げ、団体
交渉へと高めていきました。３月の職場集会では施策運用を前に、地方交渉で確認した「期待す
る役割や伸ばしてほしいスキルについてしっかり話していく」との支社回答を全体化し、異動の
際に期待されていることを確認することによって施策を担っていくことを意思統一しました。 

 しかし、４月１４日に現場長から異動の話を受けた組合員は、秋の面談で希望した「地区」も
「職種」も異なる箇所を打診されました。本人からの「家族事情が考慮されていません。また、
異動により私は何を期待されていますか」との問いに現場長は「上（支社）からの話です」との
回答のみで本人の納得が得られるものではありませんでした。 

 このことは施策に向き合い団体交渉で確認してきたことが反故にされているとしか受け止める
ことができません。支社内他区乗務員職場でも同様に、本人希望、本人が描いたキャリアプラン
無視の異動が打診されています。分会は支部及び地本と早急に議論し以下の問題点を確認しまし
た。 

 

①自己申告書・面談で示した「オーダーメイドのキャリアプラン」が無視されている 
②希望が実現しない根拠や新たなモチベーションを高めるための説明が一切されず、当事者に納   
 得感がない 
 よって、会社が示す施策の目的である「社員が多様な経験を積むことにより安全・サービスレ 
 ベルを向上していく」ことよりも 
③施策を通じて要員調整や労組対策を行っているのではないか  
 
分会ではコロナウイルス感染拡大を警戒し職場集会の開催を見合わせています。しかし、当該組
合員のみならず全ての社員のモチベーションに関わる問題であり全体化する必要性があるため、
ここに見解を示します。 

 今後、地本として団体交渉が検討されていますが、職場からは「自分だったら納得できるのか」
の視点に立った議論を積み上げ、当該組合員を支え「納得できるジョブローテーション」を創り
上げていきましょう！一関運輸区分会は団体交渉を反故にする運用の是正と、納得できる施策実
現を求めていきます。 
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